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　とば地域・子ども食堂ネットワーク主催、鳥羽ロータリー
クラブ共催で、４月３日（土）に市民の森にてフードパン
トリー（無料食料提供）が行われました。当日は、あたたか
な日和にめぐまれ、桜舞い散る中、多くの方々が来られ、
多くのボランティアの協力のもとで、個人や各種団体より
寄付いただいた食品を受け取っていただきました。

　福祉奉仕団体はまゆう会による『さくら
まつり』も同時開催され、パンとお菓子が
ふるまわれました。
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予予 概概算算 要要令和3年度令和3年度

収入支出

寄付金収入
110千円（0.1%）

会 費 収 入
2,250 千円（1.3%）

その他収入
1,417 千円（0.8%）

サービス区分間繰入金収入
19,810 千円（11.7%）

前期末資金残高
4,100 千円（2.5%）

障害福祉
サービス等
事業収入 
42,339 千円
　（24.9%）

補助金収入
18,244 千円（10.7%）

受託金収入
54,315 千円
（32.0%）

積立資産
取崩収入
6,856 千円
（4.0%）

事業区分間繰入金支出
1,775 千円（1.0%）

サービス区分間繰入金支出
19,810 千円（11.7%）

助成金支出
5,297千円
（3.1%）

負担金支出
0円（0%）

その他支出
1,255 千円（0.7%）

人件費支出
112,094 千円
（65.9%）

事務費支出
18,786 千円
（11.1%）

事業区分間繰入金収入
1,775千円（1.0%）

事業費支出
10,981 千円
（6.5%）

事業費支出
10,981 千円
（6.5%）

介護保険事業収入
18,782 千円
（11.0%）

介護保険事業収入
18,782 千円
（11.0%）

支出合計 169,998千円

支　　出　　内　　訳
人 件 費 支 出 112,094

事 業 費 支 出 10,981

事 務 費 支 出 18,786

助 成 金 支 出 5,297

負 担 金 支 出 0

事業区分間繰入金支出 1,775

サービス区分間繰入金支出 19,810

そ の 他 支 出 1,255
（単位：千円）

収入合計 169,998千円

収　　入　　内　　訳
会 費 収 入 2,250

寄 付 金 収 入 110

補 助 金 収 入 18,244

受 託 金 収 入 54,315

介護保険事業収入 18,782

障害福祉サービス等事業収入 42,339

積立資産取崩収入 6,856

事業区分間繰入金収入 1,775

サービス区分間繰入金収入 19,810

そ の 他 収 入 1,417

前 期 末 資 金 残 高 4,100
（単位：千円）

　去る３月16日（火）に理事会、３月24日（水）に評議員会を行い、令和３年度予算
が承認されましたので、その概要についてお知らせします。

令和３年５月１日
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法人運営事業
●理事会 ･評議員会の開催
●鳥羽市社協だより（福祉ウェーブ）による広報活動
（年６回発行）
●社協会費加入促進　　　　　　　７ ～ ８ 月
●共同募金運動への協力　　　　　10 ～ 12 月
●ひだまりフェスタ・障がい者の日記念事業の開催
●大規模災害時に、災害時避難行動要支援者が安心し
て避難生活を送ることができるよう、福祉避難所の
設置・運営マニュアルの策定・訓練を行います。
●地域公益活「みえ福祉の「わ」創造事業」に参画します。
●ボランティア団体等への助成、地域福祉推進員活動
助成他
地域福祉推進事業
●令和２年度から６年度まで「第３期鳥羽市地域福祉活
動計画」を策定し、行政計画である「第３期鳥羽市地
域福祉計画」とともに、地域福祉を推進していきます。
●地域力強化推進事業を鳥羽市より受託し、地域共生
社会の実現に向けた地域福祉推進を図ります。
●児童生徒を対象に、ボランティア活動に対する意識
を高めるため福祉いどばた会議を開催します。
●地域福祉活動支援者の養成講座を開催し、民生委員、
地域福祉推進員、シルバーヘルパー、島内・船内介
助員、ほっとスマイルサービス協力会員など様々な
地域の支援者が交流しながら学びあえる場所づくり
等を進めていきます。
●日常生活でちょっとした援助を必要とする方へ、会
員相互で気兼ねすることなく助け合う、住民参加型
の有償在宅福祉サービス「ほっとスマイルサービス」
の充実に努めます。
●身近な地域での見守り促進・住み良いまちづくりの
増進を目指すため「地域福祉推進員」の設置を拡大
します。
●「ふれあいいきいきサロン」の実施により、地域の
高齢者や親子の見守り・支援等を行える仕組みづく
りに努めます。また、多世代交流の場所づくりやサ
ロン未設置地区への働きかけを行います。
●民生委員、地域福祉推進員や地域包括支援センター
等との連携のもと、高齢者や児童への虐待、悪徳商
法被害、生活困窮者問題等、多様な課題を抱える個
人・世帯の早期発見、社会的孤立の防止に向けた見
守りや、災害時避難行動要支援者の支援についての
研修を行います。
●一般相談、司法書士相談、公証人相談、弁護士によ
る無料法律相談を実施するほか、市の相談事業とも
連携し総合相談・援助活動の充実に努めます。

●介護保険サービス事業者連絡会と、障がい者福祉事
業所部会との連携、地域の要支援者の支援ネット
ワークづくりに努めます。
●災害時に備え地域住民・災害時避難行動要支援者に
対する日頃の防災訓練、防災意識の向上を図ります。
●災害ボランティアセンター立ち上げのための訓練・
講習会の開催
●他市の福祉コミュニティによる福祉課題解決に向け
た取り組み事例や地域福祉活動計画の進捗の報告等
を地域福祉講演会で行います。
福祉サービス利用支援、生活困窮者対策事業
●日常生活自立支援事業
認知症高齢者、知的障がい者、精神障がい者など判
断能力が十分でない方に、安心して自立した生活が
送れるよう福祉サービスの利用援助や日常的金銭管
理等を行います。
●生活困窮者自立支援事業
相談支援事業、就労準備支援事業、家計改善支援事
業、子どもの学習・生活支援事業により、生活困窮
世帯が自立した生活ができるよう支援していきます。
●生活福祉資金貸付事業、法外援護資金貸付事業の
実施
参加支援・ひきこもりサポート事業
●令和２年 10月から鳥羽市より事業を受託し、様々
な要因により就労や地域活動から長期間離れており
不安がある方や、６か月以上自宅にひきこもってい
る方に対し就労や地域交流のきっかけづくりをし、
自分らしく過ごしていけるように多面的な支援を行
います。
成年後見サポートセンターの運営、法人後見事業
●令和３年度10月開始予定とし、市内の認知症高齢者、
知的障がい者等成年後見制度利用を必要とする方々
やその家族、関係機関に対しての利用相談、成年後
見申し立て支援や、関係機関との連携を行い、権利
擁護の仕組みづくりを行います。
●法人後見事業にも取り組み、日常生活自立支援事業
では対応が難しい方への支援を弁護士等後見事業を
行う職能集団と連携しながら地域の対象者への支援
を行います。
在宅福祉サービス事業
●介護保険事業・障害福祉サービス事業では、利用者
や家族のニーズに応えるとともに、将来に渡り安定
して事業を行うことができるよう、効率的・効果的
な経営に努めます。また、法令・規則を厳格に遵守し、
職員の知識・技術向上に日々取り組み良質なサービ
スの供給に努めます。

事事 計計業業 画画令和3年度令和3年度

　改革の第一歩として、令和 2年 3月末で「通所介護事業所」、「障がい者就労継続支援Ｂ型事業所（海の子）」
を廃止いたしました。
　更に令和 2年 9月末をもって「訪問介護事業所」、「障害者居宅事業所」（いわゆるヘルパー事業）を廃止い
たしました。居宅介護支援事業においては、３月末に休止としましたが、新たに職員 1名を確保することが
でき徐々に事業を展開していきます。福祉分野においては鳥羽市でも人材確保や担い手不足等厳しい状況であ
り、人材確保、人材育成については、継続して社協の体制強化を図ります。
　令和 3年度は鳥羽市の福祉事業を担う当会として、当会にしかできない分野の福祉推進事業に特化し、役員、
職員一同力をあわせて運営することにより、改革を更に進めてまいります。

福祉ウェーブ
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❶ 見守る

児童の登下校の見守りや高齢
者宅の見守り活動を行ってい
ます。

❷ 繋げる

地域での小さな変化や困り
ごと、高齢者の相談等を民
生委員など関係機関に繋げ
ます。

❸ 集いの場の手伝い

子育てサロン、高齢者サロン、
町内会の行事の手伝いなどを
行っています。

　現在鳥羽市内では、21地区29名の地域福祉推進員が各
地域で活動しております。どのような活動をしているか
一部をご紹介いたします。

　“人とひとがつながり、支えあうあたたかいまち”を目指していくために、社協では46町内会・
自治会全ての地区に１～２名ずつの地域福祉推進員の設置を目指しています。『散歩しながら』『移動
販売車で買い物しながら』『朝のゴミ出しをしながら』といった普段の生活の中で無理のない『なが
ら活動で地域活動』も地域福祉推進員の活動になります。その地域に住んでいるからこそ気がつく
小さな変化を見つけ、地域活動を一緒に支えていきませんか。活動にご興味のある方はお気軽に社
協までお問い合わせください。

令和３年５月１日
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暮らし相談支援センターとば
（鳥羽市社会福祉協議会内）

〒５１７－００２２　鳥羽市大明東町２－５
保健福祉センターひだまり１階
電　話 ０５９９－２５－１１８８　
ＦAＸ ０５９９－２５－１１１７
メール kurashi@toba-shakyo.or.jp

【相談受付日】
　毎週月曜日～金曜日
　（土日祝日、12月29日～1月3日は除く）
　８時30分～17時15分（窓口は17時まで）

相談は無料、秘密は厳守します！

相談（入口） サポート 自立（出口）

一人ひとりに
あった支援

・生活のリズムづくり
・就労の準備や就職支援
・福祉的支援（制度利用 など）
・家計の見直し など

一人ひとりの
出口へ

・就職
・家計再生 など

就労や家計に
悩んでいる原因

・健康やこころの不調
・家族の問題
・生活習慣 など

課題の整理
と把握

課題の整理
と把握

専門支援

無料
職業紹介

子どもの
学習・生活
支援

● 一緒に問題解決の計画を立てます
● 多重債務や家計・消費生活に関する相談に応
じます

● ハローワークとも連携し仕事を探すお手伝い
をします

就労準備
支援

住宅確保
給付金支援

家計改善
支援

自立相談
支援

　長引く景気の低迷により失業や非正規雇用、低収入の方々が急増し、働ける世代の生活保護受給
者も増加しています。たとえば、「突然病気になった。」「交通事故をおこしてしまった。」など、誰も
が思わぬことで生活の歯車が狂ってしまい生活困窮に陥る可能性があります。
　また、単身世帯やひとり親世帯の増加、近所づきあいの希薄化などによる社会的孤立によって
誰にも相談できない状況も広がっています。
　「暮らし相談支援センターとば」では、経済的な問題、心身の問題、家庭の問題などさまざまな
問題に対応し、一人ひとりが自立した生活を送れるように支援するための相談窓口です。お一人で
悩まず、まずはご相談ください。

こんなこと
ありませんか

どこに相談すれば
いいかわからない

なかなか仕事が
みつからない

家賃が払えず家を
出なければならない

ずっと働いていないので
就職が心配

家族が
ひきこもっている

収入より多く
借金がある

あなたの抱えている生活の

　　不安 や 心配 を ご相談 ください

福祉ウェーブ
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お問い合わせ　 25－1188

子育てサロン
子育てをしているみなさんの仲間づくりとリフレッシュを目的
に、子育てサロンを開催しています。お気軽にご参加ください。

会　場 開催日 時　間 対　象

相 差 女 性 活 動
セ ン タ ー

11日㈫ １０時～１２時
子育て中の
保護者の方と
そのお子さん菅島コミュニティ

ア リ ー ナ ２ 階

12日㈬

19日㈬

26日㈬

10時30分　
　　　～12時

総合相談案内
相談時間はお一人様30分で無料です。お電話にて事前にご予約ください。
心配ごと相談は予約のあるときのみ開催、３日前までにご予約ください。
種　類 開催日 時　間 内　容

司法書士相談 13日㈭

13時～　
15時30分

財産（土地及び金銭等）
の相続、登記、遺言等
に関する相談

心配ごと相談 20日㈭ 民生委員による一般的
な心配ごと相談

法 律 相 談 27日㈭ 弁護士による法律相談

行事カレンダー行事カレンダー5月5月
※日程は変更になる場合があります。詳しくはお問い合わせください。

　福祉ウェーブは、ボランティア団体「点訳・音訳奉仕
グループつのぶえの会」にご協力していただき、テープ・
ＣＤへ音訳をして視覚障がいの方に福祉の情報を
お届けしています。

　※上記日程は新型コロナウイルス拡大防止の観点から中止となる可能性があります。

以下のとおりご紹介いたします。

寄　付　（福祉基金）
　　　　　やまとたちばな　様
　　　　　　　　　　　10,000 円
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編集・発行：社会福祉法人　鳥羽市社会福祉協議会
〒 517-0022　鳥羽市大明東町 2-5  
ＴＥＬ 0599（25）1188　ＦＡＸ 0599（25）1117
ホームページ　http://www.toba-shakyo.or.jp
メール soumu ＠ toba-shakyo.or.jp

令和３年５月１日
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